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第 1 章 序論 
 
小学生以上の体力・運動能力に関する調査は、1964 年以降文部(科学)省が毎年全国調査
を行っており、体力・運動能力の年次推移では 1985 年から 1990 年代にかけて低下し、そ
の後も低い水準であることが報告されている(文部科学省,2012)。幼児期の子どもを対象と


















































びを取り入れるべきである。加賀谷(1981)は 4 歳児クラスを対象に鬼ごっこを 10 分間行わ
せて心拍数を測定したところ、平均、男児で 171 拍/分、女児で 183 拍/分であったことを
報告している。最も高かった子は 200 拍/分を越えており、最も低い子でも鬼ごっこをして
いる 10 分間、ほとんど 150 拍/分を越えている。また、15 分間の平均心拍数を調べた小林
(1990)によると、手つなぎ鬼、高鬼、玉入れ、フープ転がし、砂遊び、すべり台など多く











































































































































加、勝利追求による過度な競技ストレス体験などの可能性が指摘されている(伊藤,2011) 。  
また、子どもに対する専門的なスポーツ指導の問題点として、成績重視の指導により、伸
び悩みや精神的燃え尽き(バーンアウト) 、肉体的使い過ぎ(オーバーユース)の状況が生じ














































































































































平成 24 年度に実施された体力・運動能力測定に参加した S 幼稚園に所属する年長児 48














プログラム作成し、指導者主体の運動指導に参加した群 23 名(男児 14 名、
女児 9名)。 
(２)自由遊び群：平成 24 年度に実施された課外運動クラブ活動実施時間帯に運動プログラ









































































平成 27 年度に実施された体力・運動能力測定に参加した S 幼稚園に所属する年長児 46











(１) 内発的指導群：平成 27 年度に実施された課外運動クラブにおいて、幼児期の子ども
の自由遊び中に観察される運動遊びを取り入れた運動プログラムに内発的動機づけを意識
した指導を受けた群 25 名(男児 16 名、女児 9 名)。 
(２)自由遊び群：平成 27 年度に実施された課外運動クラブ活動実施時間帯に運動プログラ










































































































 S 幼稚園に所属する幼稚園年中児 76 名（男児 40 名，女児 36 名）が対象であった。対象











(1)ラダ―群：幼児でもスムーズなフットワークができるように監修された「チビラダ―   
(DANNO WORKS、大阪)」を使用し、ラダ―運動を行う群 15 名(男児 7名、女児 8 名) 。 
(2)サーキット群：6種類の運動を組み合わせたサーキット運動を行う群31名(男児18名、
女児 13 名) 。 












































 ①歩行：1 マスに対し 1歩ずつのステップで前進する。 
 ②かけ足：1 マスに対し 1 歩ずつのステップでかけ足で前進する。 
 ③グーパージャンプ：1 マスごとに、両足を閉じる・開く動作を行い、前向きにジャン
プして前進する。 













③円盤 4 足歩行：直径 30 ㎝程の円盤マットを並べ、その上に手足を乗せながら 4 足歩行
を行う(写真 3) 。
④平均台：高さの違う平均台 3 台を S 字に並べ、その上を歩く(写真 4) 。
⑤網くぐり：網の四隅を順番に仲間同士で抑え、網の下をくぐり抜ける(写真 5) 。
⑥跳び箱：跳び箱によじ登り、下に敷いてあるマットの上に跳び下りる(写真 6) 。
写真 2 マット＆フットドーム 
写真 3 円盤 4 足歩行 写真 4 平均台 























写真 5 網くぐり 写真 6 跳び箱 
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 画一的指導群の身体特性は、身長が 115.4±5.0 ㎝、体重は 21.0±3.4 ㎏であった。自由遊



































主効果(F(1,44)= 2.243,p>.05)と交互作用(F(1,44)=0.542, p>.05)は有意ではなかった。 
 両 足 連 続 跳 び 越 し に お い て 、 群 の 主 効 果 F(1,41)=0.695,p>.05) と 性 の 主 効 果
(F(1,41)=0.370,p>.05)および交互作用(F(1,41)=0.811, p>.05)は有意ではなかった。 


















































 両 足 連 続 跳 び 越 し に お い て 、 群 の 主 効 果 (F(1,24)=0.198,p>.05) と 性 の 主 効 果
(F(1,24)=0.109,p>.05)および交互作用(F(1,24)=1.340, p>.05)は有意ではなかった。 








 内発的指導群の身体特性は、身長が 109.3±4.6 ㎝、体重は 18.6±2.2 ㎏であった。自由遊

































立 ち 幅 跳 び に お い て 、 群 の 主 効 果 (F(1,41)=0.469,p>.05) と 性 の 主 効 果
(F(1,41)=2.294,p>.05)および交互作用(F(1,41)=0.117, p>.05)は有意ではなかった。 
テニスボール投げにおいて、性の主効果(F(1,41)=11.825,p<.05)は有意であったが、群の
主効果(F(1,41)= 2.150,p>.05)と交互作用(F(1,41)=0.844, p>.05)は有意ではなかった。 
 両 足 連 続 跳 び 越 し に お い て 、 群 の 主 効 果 (F(1,41)=3.086,p>.05) と 性 の 主 効 果
(F(1,41)=0.116,p>.05)および交互作用(F(1,41)=0.802, p>.05)は有意ではなかった。 































立 ち 幅 跳 び に お い て 、 群 の 主 効 果 (F(1,39)=0.633,p>.05) と 性 の 主 効 果
(F(1,39)=0.043,p>.05)および交互作用(F(1,39)=0.331, p>.05)は有意ではなかった。 





















ラダ―群の身体特性は、身長が 103.7±16.4 ㎝、体重は 16.4±1.6 ㎏であった。サーキッ
ト群の身体特性は、身長が 102.3±16.4 ㎝、体重は 16.5±1.5 ㎏であった。自由遊び群の身


















































 跳 び 越 し く ぐ り に お い て 、 群 の 主 効 果 (F(2,68)=1.041,p>.05) と 性 の 主 効 果
(F(1,68)=0.292,p>.05) 及び、交互作用(F(2,68)=0.013,p>.05) のいずれも有意でなかった。 
 握力において、群の主効果(F(2,70)=0.463,p>.05)と性の主効果(F(1,70)=0.310,p>.05) 
及び、(交互作用 F(2,70)=0.072,p>.05)のいずれも有意でなかった。 
 長 座 体 前 屈 に お い て 、 群 の 主 効 果 (F(2,70)=1.337,p>.05) と 性 の 主 効 果


























































































 両 脚 連 続 跳 び 越 し に お い て 、 群 の 主 効 果 (F(2,65)=1.475,p>.05) と 性 の 主 効 果
(F(1,65)=0.000,p>.05)及び、交互作用(F(2,65)=1.655,p>.05)のいずれも有意でなかった。 





ようになった(図 7) 。 




























































































































































































































































































































































Research on Exercise Programs Leading to Improvement of both 







This study aimed to verify the effect of playing in specific exercise programs for a simultaneous group lesson on 
improvement of motor ability. In the experiment 1, various play elements of uniform instruction activity in 
preschool children were introduced, and free-flow play was compared with uniform instructed activity. In the 
experiment 2, various play elements with emphasis on intrinsic motivation in preschool children were introduced, 
and free-flow play was compared with instruction activity with awareness of intrinsic motivation. In the experiment 
3, various play elements with emphasis on intrinsic   motivation in preschool children were introduced, and 
free-flow play was compared with ladder challenge play, circuit challenge play. 
They performed fundamental ability tests (25 meter dash, standing long jump, tennis-ball throw, continuous 
bilateral hop, self-body support using both hands, ball catch)  
Results were as follows. ①In the experiment 1, there was no difference in all fundamental ability tests between 
free-flow play and  uniform instructed activity. ②In the experiment 2, the results of self-body support using both 
hands with instruction activity with awareness of intrinsic motivation were significantly higher than of free-flow 
play. ③In the case of 25-meter dash, the experimental the ladder challenge group & circuit challenge group set 
better records than free-flow play group.④ In the case of standing broad jump, the ladder challenge play & circuit 
challenge group set better records than the free-flow play group. Boys set better records than girls.⑤ In the case of 
jump over and crawl under, boys from circuit challenge play and ladder challenge play finish faster than those from 
free-flow play. On the other hand, girls from free-flow play and ladder challenge play finish faster than those from 
circuit challenge play.⑥ In the same event, we can identify some significant distinction according to gender only 
within the experimental group of circuit challenge play.  Girls finish faster than boys.⑦ Some element of 
intrinsically motivated free-flow play enables children to experience multiple activities and, repetitive physical 
activities, without being bored. 
It is proved here that the physical exercise programs, which incorporate intrinsically motivated free-flow play, 
enhance motor ability more than free-flow play, especially in activities that contain locomotive movement pattern 
and manipulative movement pattern. These results suggest that, instruction activity with awareness of intrinsic 
motivation were muscle endurance. But the coordination grows well in early childhood due to critical period. We 





Running Ability, Jumping ability, Coordination, Locomotive Movement Pattern, Manipulative Movement 
Pattern 
